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いわて生協
　2011年11月18日、いわて生協
の「共同購入セットセンター」で、
被災地に住む人たちが作った「復
興商品」にシールを貼るボランティ
ア活動が行なわれた。
　被災地では、気持ちが沈みがち
な人、大きなストレスを感じている人
が少なくない。そんな人たちの中か
ら自主的に生まれた活動が、復興
商品作りだ。商品を売って得たお金
は、作った人の収入となる。
　いわて生協は、これらの商品を各
地で行なわれる復興支援イベント
で販売してきた。しかし、イベントで
は、一つのアイテムにつき、せいぜ
い10個か20個の販売にとどまって
いた。そこで、より多くの人に商品
を利用してもらうため、宅配の11月

3週企画で、これらの商品を扱うこ
とを決めた。
　だが、バーコードが付いていない
これらの商品を取り扱うには、それ
に代わる商品番号シールが必要と
なる。そのシールを貼るボランティ
アがこの日行なわれ、コープ・ボラ
ンティアセンター（CVC）に登録し
ている７人が参加した。
　参加者の１人、組合員の高
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さんは、以前から手話のボラン
ティアなどを行なっていたが、津波
でボランティア仲間の友人を亡くし
た。
 「まだまだ一緒に活動したかっただ
ろうと思います。その友達を思って、
月に数度のペースで、いわて生協が
企画する復興支援ボランティアに参

加しています」と話す。また、釜石
の実家を津波で無くした、組合員の
米
よねざわ
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ち え こ

枝子さんは、
 「自分が育った家を失い、近所に住
んでいた友人も亡くなりました。私
にとって震災は人ごとではありませ
ん。自分にできることはないかと思
い、参加しました」と話していた。
　復興商品を作った人の思いに、ボ
ランティアの思いがつながり、組合
員に届く。こうしてつながれた思い、
商品は、受け取った組合員の気持
ちを温かくすることだろう。そして、
その気持ちがまた、新たな復興支
援の活動につながっていくに違いな
い。

商品を作った人、受け取る人のことを考えると、思わず笑顔に。写真手前は、米澤さん。 商品は、手作りの小物を中心に、全部で18アイテム。特別チラシを作って注文を取った
ところ、計1,397個、82万2,410円の供給を上げることができた。写真は、アイテムの一
つ、海産物セット。被災メーカーの商品を、被災された方が詰め合わせた。

手芸グループ「大船渡中仮設願いのハーモニー」
の「ふくろうストラップ」。一つひとつシールを貼る。

当連載では、組合員参加の復興支援活動を紹介します。
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「復興商品」を宅配（共同購入）で供給

被災者、宅配事業、組合員が、
一つにつながるボランティア活動


